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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年5月29日(2008.5.29)

【公開番号】特開2006-313648(P2006-313648A)
【公開日】平成18年11月16日(2006.11.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-045
【出願番号】特願2005-134699(P2005-134699)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/06    　　　Ｗ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｒ
   Ｈ０１Ｌ  23/36    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月14日(2008.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
空孔の周囲に金属粉末が焼結した骨格を有する多孔質焼結体からなることを特徴とする多
孔質放熱部材。
【請求項２】
骨格部は、平均細孔径が２００μｍ以下の細孔を有し、平均空孔径は３０００μｍ以下で
あり、また、多孔質体全体の空隙率が６０体積％以上、９５体積％以下であることを特徴
とする請求項１に記載の多孔質放熱部材。
【請求項３】
骨格部は、細孔径が５～５０μｍの細孔を有し、空孔径は１００～２０００μｍであり、
また、多孔質体全体の空隙率が７０体積％以上、９０体積％以下であることを特徴とする
請求項２に記載の多孔質放熱部材。
【請求項４】
骨格は、ステンレス、チタン、チタン合金のいずれかの粉末が焼結してなることを特徴と
する請求項１ないし３のいずれかに記載の多孔質放熱部材。
【請求項５】
直接メタノール型燃料電池に使用することを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記
載の多孔質放熱部材。
【請求項６】
請求項１ないし５のいずれかに記載の多孔質放熱部材の製造方法であって、該放熱部材の
空孔は、その焼結前の成形体中に混合した樹脂粒を溶剤除去して確保することを特徴とす
る多孔質放熱部材の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【発明の名称】多孔質放熱部材およびその製造方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、水等の液体に対し吸収力を有し、さらにその液体が蒸発する時の吸熱反応に
より、冷却対象から熱を効率良く伝達して、熱を奪うことが可能な多孔質放熱部材および
その製造方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち本発明は、空孔の周囲に金属粉末が焼結した骨格を有する多孔質焼結体からな
る多孔質放熱部材である。好ましくは、骨格部は、平均細孔径が２００μｍ以下の細孔を
有し、平均空孔径は３０００μｍ以下であり、また、多孔質体全体の空隙率は、６０体積
％以上、９５体積％以下とする。より好ましくは、骨格部は、細孔径が５～５０μｍの細
孔を有し、空孔径は１００～２０００μｍであり、また、多孔質体全体の空隙率が７０体
積％以上、９０体積％以下とする。
　更に好ましくは、骨格は、ステンレス、チタン、チタン合金のいずれかの粉末が焼結し
てなり、あるいはさらに、これらの多孔質放熱部材が、直接メタノール型燃料電池に使用
されることである。
　そして、本発明の多孔質放熱部材の製造方法は、該放熱部材の空孔が、その焼結前の成
形体中に混合した樹脂粒を溶剤除去して確保されるものである。
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